
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 土岐市立濃南中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月９日（日） 

 

実 施 概 要 

 
・４月から総合的な学習の時間に取り組んできた学年ごとの地域学習の成 
果を、地域・保護者・講師に向けて発表する。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   ■産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ５０ 人 
計 ６４ 人 

地域関係者 １４ 人 

 
実 施 状 況 

 ４月から、毎週の総合的な学習の時間を利用し、１年生は「中馬馬子唄

踊り」２年生は「打ち囃子」という伝統芸能を、３年生は地場産業でもあ

る作陶を学んできた。地域から講師を招き、それぞれの意義や伝統を継承

する思いと、その実技などを学んだ。 

発表会当日は、準備したプレゼンテーションを活用し、学びとった内容

を紹介するとともに、１年生は踊りの実演、２年生はお囃子の演奏、３年

生は陶芸作品の展示を行った。 

中馬馬子唄踊り保存会の方にも踊りの披露をしていただいた。 

 
成果及び課題 

 地域や保護者の方からは、次のような感想をいただいた。 

・伝統を学ぶ機会はとても貴重であり、今後も継続してほしい。  

・生徒たちが真剣な態度で発表する姿が素晴らしかった。 

・難しい踊りやお囃子をよく練習し、上手に発表していた。 

 ５月には中馬街道整備を老人会の方とともに行い、公民館主催のボラン

ティアには多数の生徒が積極的に参加するなど、地域とともに歩み、地域

に育てられている生徒たちである。 

 都市部と比較すると不便で、過疎化も進んでいる地域ではあるが、将来

もこの地域で暮らしたいという思いをもち、ふるさとを愛する生徒が育っ

ている。 

 


